
議会 施 政 方 針
御
所
病
院
、
町
立
大
淀
病
院
が
相
次

い
で
、
産
科
の
休
診
が
な
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
南

部
地
域
に
お
け
る
産
婦
人
科
医
療
体

制
は
、
非
常
に
深
刻
な
状
況
に
陥
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
、
県
立
五
條

病
院
の
産
科
再
開
に
向
け
、
平
成
18

年
12
月
お
よ
び
昨
年
５
月
に
県
知

事
、
県
議
会
議
長
等
に
対
し
て
要
望

書
を
提
出
し
、
更
に
、
機
会
あ
る
ご

と
に
同
様
の
要
望
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

先
般
、
今
春
に
も
県
立
五
條
病
院

と
橋
本
市
民
病
院
と
の
医
療
連
携
体

制
に
よ
り
、
県
立
五
條
病
院
の
産
科

が
再
開
さ
れ
る
と
い
う
新
聞
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
市
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
大
変
喜
ば
し
く
、
ま
た
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

引
き
続
き
、
本
体
制
が
早
期
に
稼
動

さ
れ
、
県
立
五
條
病
院
の
産
科
が
再

開
さ
れ
る
よ
う
、
精
力
的
に
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
行
政

　

次
に
、「
教
育
行
政
」の
取
り
組
み

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会
の

急
速
な
変
化
に
伴
い
、
い
じ
め
や
不

登
校
問
題
、
学
力
の
低
下
、
児
童
虐

待
に
代
表
さ
れ
る
家
庭
教
育
の
低
下

な
ど
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
教
育

課
題
に
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の
導

入
、
全
国
一
斉
の
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
実
施
、
小
学
校
へ
の
英
語
教

育
の
導
入
、
学
校
評
価
の
実
施
と
そ

の
公
表
な
ど
、
様
々
な
教
育
改
革
の

波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
教
育
課
題
の
克
服
に
向
け

て
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る
学
校
・

園
の
目
標
を「
確
か
な
学
力
の
定

着
」、「
豊
か
な
心
の
育
成
」、「
教
育
の

質
の
向
上
」と
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
・
園
の

教
育
活
動
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の「
知
・
徳
・
体
」

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
創
意
工
夫

と
特
色
に
満
ち
た「
魅
力
と
活
力
の

あ
る
学
校
づ
く
り
」を
、
更
に
推
し

進
め
ら
れ
る
よ
う
、
鋭
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、「
教
育
環
境
の
整
備
」の
う

ち
、
教
育
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み

に
つ
き
ま
し
て
は
、す
べ
て
の
児
童
・

生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）活

用
能
力
の
向
上
を
図
る
べ
く
、
こ
れ

ま
で
に
、
五
條
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
初
・
中
等
教
育
に
お
け

る
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る
べ

く
、
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
り

情
報
教
育
の
更
な
る
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
建
物
の
耐
震
補

強
改
修
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。平
成
20
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

五
條
中
学
校
お
よ
び
五
條
東
中
学
校

の
耐
震
診
断
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま

す
。

水
道
事
業

　

次
に
、「
水
道
事
業
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
公
営
企
業
健
全
化
計
画
に
基

づ
き
、
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
20
年

度
ま
で
の
２
年
間
に
限
り
、
年
利
６

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
事
業
債
の
借
り

換
え
が
国
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、繰
り
上
げ
償
還
を
行
い
、

公
営
企
業
財
政
の
長
期
安
定
化
に
資

す
る
と
共
に
、
民
間
委
託
の
一
部
見

直
し
や
上
水
処
理
の
効
率
化
等
を
推

進
し
、
水
質
基
準
に
適
合
し
た
安
全

で
低
廉
な
水
道
水
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
の
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
白
銀
南
地
区

で
の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
整
備
事

業
が
完
了
し
、
４
月
か
ら
試
験
給
水

を
行
い
、
順
次
、
本
格
給
水
に
移
行

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
事
業
の
完

成
に
よ
り
、
西
吉
野
町
唐
戸
ほ
か
３

自
治
会
約
64
戸
、
１
６
０
人
お
よ
び

公
共
施
設
等
が
水
道
の
恩
恵
に
浴
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
白
銀
北
地
区

の
統
合
整
備
並
び
に
城
戸
・
陰
地
地

区
の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
整
備
を

計
画
的
に
行
う
と
共
に
、
辻
堂
地
区

の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
実
施
設
計
・
用
地
買

収
等
に
着
手
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

防
災
・
消
防
行
政

　

最
後
に
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る「
防
災
・
消
防
行
政
」の
取
り
組

み
の
う
ち
、
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
毎
年
増
加
す
る
救
急
需
要
に

対
応
す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（
医
学
的
観
点
か
ら
救
急

隊
員
が
行
う
応
急
処
置
等
の
質
の
保

証
）体
制
の
も
と
、
救
急
救
命
士
の

養
成
や
医
療
研
修
の
充
実
を
図
り
、

救
急
隊
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る

と
共
に
、
市
民
に
対
し
て
普
通
救
命

講
習
を
実
施
し
、
応
急
手
当
の
普
及

啓
発
並
び
に
救
命
処
置
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
予
防
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
切
な
文
化
財
を
後
世
に
引
き

継
ぐ
う
え
で
、
火
災
等
の
災
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
、
１
月
23
日
か
ら
の
文

化
財
防
火
週
間
中
に
文
化
財
建
造
物

の
立
入
査
察
や
、
大
型
店
舗
等
に
も

随
時
、立
入
査
察
を
実
施
す
る
な
ど
、

火
気
の
取
り
扱
い
や
消
防
用
設
備
等

の
維
持
管
理
並
び
に
防
火
管
理
体
制

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
住
宅
に

は
平
成
21
年
５
月
末
ま
で
猶
予
期
間

は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に
お
け
る

消
防
訓
練
等
の
機
会
に
早
期
の
設
置

を
指
導
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
近
年
、
大
型
台
風
や
局
地
的
な

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
土

砂
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
幸

い
県
内
で
は
大
規
模
な
災
害
は
起
き

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
県
内
に
は
８
，

０
０
０
か
所
を
超
え
る
土
砂
災
害
危

険
区
域
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
県

事
業
に
よ
り
砂
防
事
業
や
急
傾
斜
地

対
策
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
ハ
ー
ド
対
策
だ
け
で

は
住
民
の
安
全
が
守
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
ソ
フ
ト
対
策
に
も
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
県

に
お
き
ま
し
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
指
定
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
現
地
調
査
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
２
月
か
ら
県
内
で
も「
土

砂
災
害
警
戒
情
報
」の
運
用
が
開
始

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
土
砂
災
害

の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
市
町
村
に
対

し
、
気
象
庁
と
県
が
共
同
し
て
発
表

す
る
情
報
を
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て
、

早
期
に
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

市
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
土
砂

災
害
や
洪
水
の
危
険
性
、
地
震
の
揺

れ
や
す
さ
な
ど
、
防
災
に
関
す
る
情

報
や
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
な
ど
を
記

し
た「
防
災
の
し
お
り
」を
、
市
内
各

戸
に
配
布
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

�


